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芸
能
人
の
離
婚
騒
動
は
、
華
や
か
な

業
界
だ
け
に
、
浮
気
が
引
き
金
と
い
う

。
ハ
タ
ー
ン
が
大
半
で
す
。
先
日
も
、
女

性
タ
レ
ン
ト
が
「
夫
の
携
帯
電
話
を
の

ぞ
き
み
た
ら
、
他
の
女
性
と
の
ラ
ブ
メ
ー

ル
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
大
騒
ぎ
す
る
様

子
が
、
大
々
的
に
放
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。メ
ー
ル
の
場
合
、
一
昔
前
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
よ
り
、
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
な
愛

情
表
現
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
裏
切

ら
れ
た
女
性
（
男
性
）
が
激
怒
す
る
の

も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

会
社
と
従
業
員
の
間
で
も
、
携
帯
電

話
で
は
な
い
で
す
が
、
メ
ー
ル
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
マ

ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
頭
件
（
東
京
地
判
平
加
。

疑
心
暗
鶏
感
鵡
誠
奮
招
く
だ
け

「
私
的
発
言
」
に
蘓
人
の
対
応
を

､

３
．
ｍ
）
で
は
、
私
傷
病
休
職
中
だ
っ

た
従
業
員
が
、
ブ
ロ
グ
に
会
社
批
判
の

文
章
を
書
き
連
ね
、
そ
れ
を
社
内
に
周

知
す
る
た
め
メ
ー
ル
送
信
し
て
い
ま
し

た
。
裁
判
所
は
、
懲
戒
解
雇
処
分
に
合

理
的
理
由
が
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
が
敗
訴
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
私
用
メ
ー
ル
で
二
部

の
人
間
が
会
社
を
私
物
化
」
な
ど
と
批

判
し
た
従
業
員
を
即
日
解
雇
し
た
事
案

で
は
、
「
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
内
」
と
し
て
、
処
分
無
効
と
い
う
判

断
が
下
さ
れ
ま
し
た
（
北
沢
産
業
事
件
、

東
京
地
判
平
四
・
９
．
岨
）
。

労
基
法
で
は
、
｜
、
信
条
に
よ
る
差
別

的
取
扱
い
」
を
禁
止
し
て
い
ま
す
（
第

３
条
）
。
「
信
条
に
基
づ
く
行
為
に
よ
っ

、
似
、
●
』

、
ソ
Ｋ
ｈ
ｄ
ｒ
、
ノ
ｉ
、
〃
０
、
ゾ
■
、
〃

い
う
結
論
に
な
り
ま
す
（
業
務
専
念
義

務
違
反
は
別
問
題
と
し
て
）
。

長
年
雇
っ
て
き
た
従
業
員
が
、
陰
で

会
社
批
判
を
口
に
す
れ
ば
、
経
営
者
と

し
て
腹
に
据
え
か
ね
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
会

社
に
滅
私
奉
公
を
誓
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
と
従
業
員
、
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
大
人
の
関
係
を
築
き

上
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

て
、
労
働
者
が
不
当
に
作
業
を
阻
害
す

る
」
等
の
事
実
が
あ
っ
て
、
初
め
て
処

分
可
能
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
面
従

腹
背
（
思
っ
て
い
る
だ
け
と
は
、
法

的
に
許
容
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
う
な
る

と
、
従
業
員
間
で
不
平
。
不
満
を
こ
ぼ

し
あ
っ
て
い
る
分
に
は
、
処
分
困
難
と

2010

ノ
ミ
ノ
、
／
、
〆
、
ノ
ロ
、
／
、
Ｊ
５
，
Ｊ
ｒ
、
ノ
ロ
、
ノ
ロ
、
／
Ⅲ
、
グ
ー
Ｌ
２
ｒ
、
／
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
〃
、
ｊ
０
、
ｒ
、
〆
，
、

「
。
．
‐
、
。
。
。
ａ

・
”
ユ
ザ
シ

ー
盛
⑥

ザ
』

。

□
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⑪
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ヨ
ー
ー
ｂ

△
巴

卍卍

〈

~､~､~､~､ﾊｰ､~」



(2)

ホワイトカラー。イグゼンプション

平
成
肥
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
労

基
法
改
正
。
労
働
契
約
法
制
定
に
向
け

た
論
議
の
中
で
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
。

イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
に
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
。
現
在
の
日
本
で
は
、
管
理
監

督
者
は
労
働
時
間
規
制
の
適
用
外
で
、

時
間
外
。
休
日
割
増
賃
金
の
支
払
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
（
深
夜
割
聡
は
除
外
さ

れ
ま
せ
ん
）
。

し
か
し
、
一
般
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

中
に
も
、
業
紙
成
果
と
労
働
時
間
の
長

さ
が
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
職
種
も
あ

り
ま
す
。
｜
部
は
裁
量
労
働
制
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
経
営
サ
イ
ド
は
、

も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
「
成
果
対
応
で

（
時
間
外
割
増
な
し
で
）
」
賃
金
を
決
め

賃
圏
震
一
霧

蝿

翻
っ
て
得
ず
爵磯

￣

１１

「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
」
と
い
う
単
語
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
。

｜
定
要
件
に
当
て
は
ま
る
労
働
者
は
、
管

理
監
督
者
で
な
く
て
も
時
間
外
支
払
の
適

用
外
と
す
る
仕
組
み
で
す
。
経
営
側
は
大

い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
日
本
型

人
事
制
度
と
折
り
合
い
が
悪
い
の
も
事
実

で
す
。
障
害
と
な
る
問
題
点
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。…
…

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
制
で
す
。
職
務
、
俸
給

制
（
賃
金
制
度
）
、
収
入
の
３
点
に
蒲

目
し
、
一
定
要
件
を
満
た
す
労
働
背
は

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
割
噌
の
適
用
除

外
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
労
働
時
間
等

も
な
く
、
成
果
と
賃
金
が
密
接
に
リ
ン

ク
し
ま
す
。

る
仕
組
み
を
待
望
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
担
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、

ア
メ
リ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
。
イ
グ

世
界
標
準
へ
統
一
の
期
待

日
本
型
一
艫
用
慣
行
と
背
反

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
被
川
者

・
外
勤
販
売
被
用
者

・
高
額
報
酬
被
用
者

し
か
し
、
労
基
法
改
正
の
議
論
当
時

に
は
、
全
社
会
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

反
対
の
大
合
唱
が
起
こ
っ
た
の
は
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

。・・・種準ル給レラん
創学運管で対で×換１イとし
造識営理す象すＩ算トン週か

的専的的。と。８住芙藷：貧･門被被な

鯖Ⅲ㈱１１鴫i：
専的用用る
門被者者の

被者

奎譲騨：
用
者

よ

’;映奏キミう
な
ＩＩＭｌ水ド月替･な

ル
化
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
日
本
の

割
増
賃
金
制
度
が
世
界
（
と
い
う
か
ア

メ
リ
カ
？
）
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
あ
ま

り
食
い
違
っ
て
い
る
と
、
国
際
競
争
の

障
害
と
非
難
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
は
も
う
一
度
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
制
導
入
の
是
非
が

問
わ
れ
る
、
が
来
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ｕ
米
の
違
い
に

も
眼
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
入
社
の
段
階
で
最
初
か

ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
。
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
適
用
の
職
種
と
し
て
採
用
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
最
初
か
ら
イ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
で
す
か
ら
文
句
は
出
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
一
般
従
業
員

と
し
て
採
用
さ
れ
、
た
と
え
ば
、
係
長

等
に
昇
進
し
た
時
点
で
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
境
に
残
業
代
が

一
切
出
な
く
な
り
ま
す
。
一
方
的
な

「
残
業
代
の
召
し
上
げ
」
と
い
う
印
象

が
強
く
、
従
業
員
感
情
と
し
て
ち
ょ
っ

と
承
服
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
日
米
の
雇
用
環
境
の
違
い

を
ど
う
克
服
す
る
か
、
今
後
も
、
継
続

的
な
議
論
が
求
め
ら
れ
ま
す
。



３

判例

会
社
（
商
社
）
は
、
平
成
過
年
度
か

ら
、
あ
た
ら
し
い
「
役
割
。
グ
レ
ー
ド

制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
新
制
度
で

は
、
「
責
任
領
域
」
に
応
じ
て
９
段
階

の
役
割
階
屑
区
分
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

訴
え
を
起
こ
し
た
元
従
業
員
は
、
出

向
先
企
業
で
取
締
役
も
経
験
し
た
古
参

社
員
で
、
新
制
度
移
行
前
に
は
旧
制
度

で
７
等
級
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。

新
制
度
で
旧
７
等
級
に
柵
弩
す
る
の
は

Ｓ
Ｓ
Ｆ
（
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
で
し
た

新
制
度
導
入
で
降
格
に
不
満

賃
金
ダ
ウ
ン
も
や
む
な
し

ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は

趣
旨
が
生
か
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
、

人
一
事
権
の
濫
用
は
な
い
と
判
示
し

ま
し
た
。

新
し
い
人
事
。
賃
金
制
度
を
導
入
す
る
際
、
格
付
け
・
賃
金
が
大
幅

に
下
が
る
従
業
員
も
発
生
し
ま
す
。

本
事
件
で
は
、
降
格
に
よ
り
賃
金
が
月
８
万
円
（
経
過
措
置
あ
り
）

ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
「
平
行
移
動
の
格
付
け
で
は
制
度
の

が
、
人
事
評
価
会
議
の
評
定
に
よ
り
、

そ
の
１
ラ
ン
ク
ド
の
Ｓ
Ｆ
（
ス
タ
ッ
フ
）

に
格
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
移
行
措
置

（
調
整
絵
）
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
単
純
に
月
例
韮
本
給
の
額
面
だ
け

を
み
る
と
、
８
万
円
の
賃
下
げ
と
な
り

ま
す
。

元
従
業
員
は
、
「
た
と
え
降
格
に
理

由
が
あ
る
と
し
て
も
、
新
制
度
の
移
行

基
準
を
大
幅
に
逸
脱
し
、
こ
の
よ
う
な

賃
金
の
切
り
下
げ
は
無
効
１
－
と
主
張
し

東
Ｍ
ガ
ス
社
事
件

京
地
方
裁
判
所

（
平
別
・
３
．
刀
判
決
）

ま
し
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
人
事
・
賃
金

と
う
と
う

制
度
改
革
の
趣
旨
に
立
ち
返
っ
て
滑
滑

と
論
じ
、
元
従
業
員
の
訴
え
を
論
破
し

ま
す
。
「
そ
も
そ
も
、
新
制
度
は
、
年

功
的
色
彩
の
濃
か
っ
た
従
前
の
制
度
か

ら
、
成
果
主
義
を
導
入
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

旧
制
度
か
ら
新
制
度
に
移
行
す
る
に
当

た
っ
て
、
｜
定
の
職
級
に
あ
る
者
を
新

制
度
の
特
定
の
役
割
に
当
然
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
は
、
制
度
の
趣

旨
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明

ら
か
で
あ
る
」
。
降
格
が
あ
っ
て
初
め

て
制
度
導
入
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
の

で
す
か
ら
、
経
営
者
サ
イ
ド
か
ら
す
れ

ば
、
心
強
い
限
り
の
判
例
で
す
ｐ

結
局
、
制
度
の
合
理
性
の
有
無
は
、

ど
の
程
度
の
移
行
措
置
を
設
け
、
シ
ョ
ッ

ク
を
軽
減
さ
せ
た
か
、
と
い
う
一
点
に

絞
ら
れ
ま
す
。
本
事
件
で
は
、
初
年
度

は
旧
賃
金
と
新
賃
金
の
莱
額
の
１
０
０

％
を
調
整
給
と
し
て
保
障
、
２
年
度
は

印
％
、
３
年
度
は
躯
％
保
障
と
い
う
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
裁

判
所
は
、
新
制
度
の
合
理
性
を
肯
定
し

て
い
ま
す
。

本
事
件
で
は
、
そ
の
ほ
か
、
制
度
移

行
時
の
手
続
き
上
の
暇
疵
も
争
点
と
な

り
ま
し
た
。

新
制
度
移
行
の
日
付
は
平
成
追
年
４

月
１
回
で
し
た
が
、
新
制
度
に
つ
い
て

労
働
組
合
の
同
意
を
得
て
社
内
周
知
さ

せ
た
の
が
平
成
田
年
５
月
塑
日
、
就
業

規
則
の
改
定
届
が
労
基
署
に
出
さ
れ
た

の
は
平
成
皿
年
８
川
Ｂ
Ｒ
で
し
た
。
新

制
度
・
協
定
等
の
発
効
Ｒ
を
さ
か
の
ぼ

る
の
は
、
現
実
に
は
、
「
ま
ま
あ
る
．
｜

ケ
ー
ス
で
す
。

笑
務
担
当
者
と
し
て
は
、
裁
判
所
の

判
断
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
判
決

又
で
は
、
「
新
制
度
は
、
遅
く
と
も
平

成
狸
年
１
月
１
日
ま
で
に
は
周
知
徹
底

が
行
わ
れ
、
効
力
が
発
生
し
た
と
解
さ

れ
、
平
成
過
年
度
中
は
調
整
給
に
よ
り

不
利
益
は
生
じ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
後
日
、
遡
及
的
に
適
用
す
る

変
災
も
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
」

と
判
示
し
て
い
ま
す
。

|竈而
京力，
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(4)

中小ｺﾞ企業二子育て支援助成金

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
は
、

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
策
１
１
６
条
と

１
３
９
条
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
じ
名
前
の
助
成
金
で
す
が
、

雇
用
安
定
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
と
、
能
力
開
発
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
で
す
。

現
在
は
、
９
種
類
の
助
成
メ
一
三
１

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ｎ
世
紀
職
業

財
団
地
方
事
務
所
が
窓
口
と
い
う
助
成

金
が
多
い
で
す
が
、
都
道
府
県
労
働
局

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
窓
口
の
も
の
も
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
別
掲
１
）
。

本
欄
で
は
、
中
小
企
業
子
育
て
支
援

助
成
金
を
取
り
上
げ
ま
す
。
法
律
で
休

業
等
取
得
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る

、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
。
次
世
代
育
成
支

援
の
観
点
か
ら
、
育
児
・
介
護
関
連
の
助
成
メ

ニ
ュ
ー
は
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
育
児
・

介
護
雇
用
安
定
助
成
金
は
９
種
類
あ
り
ま
す
が
、

本
欄
で
は
「
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
」

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
育
児
休
業
・
短
時

間
勤
務
の
利
用
者
が
初
め
て
出
た
中
小
企
業
が
、

助
成
対
象
で
す
。本
助
成
金
は
、
制
度
を
き
ち
ん
と
整

備
し
、
現
実
に
利
用
者
が
出
た
企
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
要
件
は
、
次
の
通

り
で
す
。

①
常
時
雇
用
労
働
者
数
が
１
０
０
人
以

下
で
あ
る
こ
と

②
次
世
代
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行

と
い
っ
て
も
、
中
小
企
業
で
は
、
従
業

員
が
な
か
な
か
制
度
を
利
用
し
づ
ら
い

（
申
し
出
し
に
く
い
）
の
が
実
情
で
す
。

初
め
て
育
休
取
得
が
対
象

２
人
目
以
降
も
助
成
あ
り

務
化
の
対
象
が
「
１
０
１
人
以
上
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
助

成
金
を
利
用
す
る
場
合
に
は
爵
１
０
０

人
以
下
で
あ
っ
て
も
行
動
計
画
の
策
定

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
他
の
育
児
・

介
護
一
雇
用
安
定
助
成
金
の
な
か
に
も
、

動
計
画
を
策
定
・
届
出
、
公
表
・
周

知
し
て
い
る
こ
と

③
育
児
休
業
ま
た
は
短
時
間
勤
務
制
度

を
労
働
協
約
・
就
業
規
則
に
規
定
し

て
い
る
こ
と

④
平
成
昭
年
４
月
１
Ⅱ
以
降
、
初
め
て

育
児
休
業
取
得
。
短
時
間
勤
務
利
用

者
が
出
た
こ
と

次
世
代
法
（
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
）
で
は
、
現
在
、
３
０
１
人
以

上
企
業
を
対
象
に
行
動
計
画
の
策
定
・

胤
出
、
公
表
。
周
知
義
務
を
課
し
て
い

ま
す
。
平
成
肥
年
４
月
１
日
か
ら
は
義

衝
動
計
画
の
策
定
等
が
支
給
条
件
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

育
児
休
業
の
場
合
、
子
の
出
生
の
Ｒ

ま
で
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
１

年
以
上
あ
る
従
業
員
が
６
カ
月
以
上
休

業
（
産
後
休
墾
蒜
釧
間
を
含
め
ま
す
）
し
冠

復
職
後
６
カ
月
以
上
勤
務
す
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。
短
時
間
勤
務
制
度

は
、
制
度
利
用
開
始
日
ま
で
被
保
険
者

期
間
が
１
年
以
上
あ
る
従
業
員
が
３
歳

未
満
の
子
の
養
育
を
理
由
と
し
て
６
カ

月
以
上
短
時
間
勤
務
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

助
成
金
額
は
別
掲
２
の
と
お
り
で
、

ｌ
人
口
だ
け
で
な
く
５
人
目
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
主
は
、

受
給
要
件
を
満
た
し
た
口
（
育
児
休
業

な
ら
復
職
６
カ
月
経
過
後
）
の
翌
Ⅲ
か

ら
３
か
月
以
内
に
、
都
道
府
県
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
皿
世
紀
職
業
財
団
経
由

も
可
）
に
叩
請
書
を
提
出
し
ま
す
。
一

般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
届
（
写
）
、

労
働
協
約
・
静
鎚
耒
規
則
（
写
）
、
休
業
・

短
時
間
勤
務
の
実
態
を
証
明
す
る
書
類

等
を
添
付
し
ま
す
。
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中小企業子育て支援助成金

別掲１育児介護雇用安定等助成金の種類

・中小企業ｆ育て支援助成金

本文参照……………………………都道府県労働Ｍ雁１１]均等室（21111：紀職業Mljl）

゜１Ｆ染lilT1ﾉl保育施設設侭・述憐等助成金

保育所の段i濫費。運営費等を助成…･…･…･…………………………都道府ﾘ；し労働)iｊ

・iiWウニ支援レベルアップ助成金・台ﾘﾑ介護費用等補助コース

従業員への育児。介護サービス費用の一部補助を助成・…･…･……２１世紀職業財団

・i11im文援レベルアップ助成金・代替要員確保コース

休業取得者の代替要員の確保制度化を助成…………………………2111ｔ紀職業財'１１

oI1ij立支援レベルアップ助成金・』二育て期のkijill制111勤務支援コース

知Ｉ１ｆｌＡｌ勤務制度の糖(ili・利)'１を助成………..………………………・２]111%LllIMi業財団

・両tﾉｰ文援レベルアップ助成金・職場風土改革コース

「両_江の指標」の向上事業ｉ２を助成…………………………………21111:紀職業11ｲｌｊｌ

o1Ili並文援レベルアップ助成金・休業中能力アップコース

休業｢'１の従業員への復帰プログラム整備を支援……………･…･…・２１世紀lIMi業財団

・台ｿ,L休業取得促進等助成金・行ｿ,l`休業取得促進措iiY

休業荷への匿金支払いを助成……………………＃'1道府県労働局（ハローワーク）

・育児休業取得促進等助成金・知１１柵]勤務促進措ＩｉＨｆ

短|聯間勤務利1｢]者への経済援助を助成…………邪道府県労働局（ハローワーク）

別掲２中小企業子育て支援助成金の額

育）L休業取得者、短時間勤務利Ⅱ]若のいずれかの対象背が初めて出た場合に、５人

I-lまで次の額を支給します。

1人'１育児･休業100万I'」

短時間勤務利11]期間に応じ、６０ﾉﾌﾞＩｌｊ、８０万円又は100万円

６カm以上１年以下６０万'1」

１年超２年以下８０刀''１

２ｲﾄﾞﾉ週100ﾉjＩ１ｊ

２人'１から５人目まで

育児休業８()刀|U

短時間勤務利川期間に応じ、４０万IIj、６０万円又は80万lV

６カm以上１年以下４０ﾉJlI］

１イド超２年以下６０刀円

２｛|ﾐ超８０ﾉjlH

２人１１から５人目までについては、iIz成２１年２月６１１以降に支給要件を満たした者

からこの御【が適用されます。
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露 実務相談

ま
ず
、
積
立
年
休
制
の
法
的
位
満
付

け
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
年
休

の
権
利
は
２
年
で
時
効
消
滅
し
ま
す

（
労
雄
法
節
１
１
５
条
）
が
、
そ
の
Ⅲ

数
を
横
み
立
て
て
お
い
て
、
病
気
等
の

理
川
が
あ
れ
ば
「
時
効
消
滅
し
た
は
ず

の
年
休
消
化
を
認
め
る
（
有
給
で
休
暇

を
与
え
る
と
会
社
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

法
律
的
に
は
積
立
年
休
制
を
設
け
る

河
欠
州
臓
醐
糊
繩
州

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
「
一
般
専
業
．
｜
《
行
動
計
画
」
を
策

子
供
の
出
産
時
に
男
性
が
積

立
年
休
を
使
用
で
き
る
よ
う

配
慮
し
た
い
！

行
動
計
画
巨
標
と
し
て
適
切

義
務
は
な
く
、
法
を
上
呵
る
年
休
付
与

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
「
法
定
を

超
え
る
、
数
に
つ
い
て
は
、
労
雄
法
に

よ
ら
ず
労
使
間
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
」
（
昭

羽
・
３
．
皿
雄
発
第
５
１
３
号
）
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。

｜
般
に
は
、
「
正
規
の
年
休
を
す
べ

て
消
化
し
、
さ
ら
に
病
気
の
た
め
に
欠

勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
」
と
い
う
よ

定
し
て
い
ま
す
が
、
〃
性
社
旦
に
ｆ

ど
も
が
生
ま
れ
る
際
、
「
彼
立
年
休

の
利
用
を
認
め
る
」
と
い
う
規
定
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

次世代法の対策

う
に
、
積
立
年
休
の
利
用
条
件
を
限
定

し
ま
す
。
無
制
限
に
日
数
を
積
み
立
て

る
の
で
は
な
く
、
｜
，
妓
大
釦
日
ま
で
一

等
の
よ
う
に
上
限
を
設
け
る
例
も
多
い

よ
う
で
す
。

彼
立
年
休
制
の
ル
ー
ル
は
労
使
が
、

川
に
決
定
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
お
鍬

ね
に
あ
る
よ
う
に
「
子
ど
も
の
出
産
に

立
ち
会
う
た
め
」
等
の
理
由
を
追
加
す

る
の
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
労
働
条

件
の
変
更
で
す
か
ら
、
過
半
数
労
組

（
な
い
と
き
は
過
半
数
代
表
者
）
の
意

見
を
聴
取
し
、
就
業
規
則
の
改
定
手
続

を
踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
第
皿

条
で
は
、
現
在
、
常
用
雇
用
労
働
者
３

０
１
人
以
上
の
企
業
に
対
し
、
｜
般
鞭

業
主
行
動
計
画
（
国
、
地
方
公
共
剛
体

以
外
の
班
業
主
が
実
施
す
る
次
川
代
育

成
支
援
対
策
に
関
す
る
計
画
を
い
い
ま

す
）
の
策
定
。
届
川
、
周
知
・
公
表
義

務
を
課
し
て
い
ま
す
。
平
成
羽
年
４
川

ｌ
Ⅱ
以
降
は
、
強
制
義
務
の
範
囲
が
１

０
１
人
以
上
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
下
の
事
業
主
も
、
努
力
義
務
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
策
定
等
に
取
り
組
む
の

が
ベ
タ
ー
な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

行
動
計
画
で
は
、
次
の
３
点
を
定
め

ま
す
。

①
計
画
期
間
（
２
～
５
年
程
度
）

⑨
》
達
成
し
よ
う
と
す
る
Ⅱ
標

③
対
策
の
内
奔
お
よ
び
実
施
時
期

策
定
を
勧
め
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を

み
る
と
、
対
策
の
一
例
と
し
て
「
子
ど

も
が
止
ま
れ
る
際
の
父
親
の
休
暇
の
取

得
促
進
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

｜
般
に
は
、
「
有
給
の
特
別
休
暇

（
配
偶
者
出
産
休
暇
）
」
制
度
を
設
け
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

貴
社
の
よ
う
に
「
積
立
年
休
制
の
取
得

獅
川
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
の
出
産

を
迫
川
す
る
」
と
い
う
の
も
立
派
な
対

応
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

川
瀧
に
よ
る
休
暇
、
数
が
そ
れ
ほ
ど

多
い
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
コ
ス
ト
の
判

に
は
「
処
栄
え
」
の
よ
い
対
策
と
い
え

ま
す
。
制
度
を
作
っ
た
（
規
定
を
改
定

し
た
）
と
い
う
だ
け
で
鞭
足
れ
り
と
せ

ず
、
制
度
の
趣
旨
を
周
知
し
、
男
性
社

員
の
利
用
率
を
高
め
る
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
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轤実務相談

過
去
に
年
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
か
ら
、
お
尋
ね
に
あ
る
の
は
、

「
華
準
傷
病
に
よ
る
障
害
」
の
ケ
ー
ス

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
・
厚
生
年
金
は
、
傷

病
が
治
癒
し
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ

月
経
過
日
の
う
ち
早
い
方
の
日
（
障
害

認
定
Ⅲ
と
い
い
ま
す
）
に
支
給
の
要
否

を
判
断
し
ま
す
。
障
害
等
級
２
級
以
上

■
己
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
Ｃ
Ｄ
■
■
■
■
．
□
ｑ
■
０
□
０
■
■
■
Ⅱ
０
■
■
■
６
０
Ｄ
Ｐ
●
□
■
０
■
●
０
６
．
０
０
■
■
６
０
０
■
５
Ｂ
Ｕ
Ｓ
■
Ｃ
Ｐ
Ｄ
０
Ｄ
０
ｄ
０
ｑ
■
０
０
６
９
ｄ
ｑ
０
ｄ
０
Ｂ
Ｂ
ｂ
ｃ
Ｐ
Ｑ
Ｐ
０
．
□
０
□
□
●
ロ
ロ
．
０
０
０
句
■
４
？
■
■
■
０
■
。
ｐ
■
・
■
■
０
■
■
ｑ
ｄ
０
ｄ
０
ｑ
Ｉ
０
０
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
Ｑ
》
こ
護
一
鳧
瀧
川
糟
艫
抑
鰍
維
沿
癖
燗
鑪
Ｌ
弊

を
受
け
ま
し
た
。

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
も
ら
え
ま

「
１
つ
の
障
害
だ
け
で
は
受
給
権
す
か
」
。

が
な
く
て
も
、
２
つ
の
障
害
を
合
わ
従
業
員
の
言
う
よ
う
な
仕
組
み
が

せ
れ
ば
年
金
の
対
象
に
な
る
可
能
性
本
当
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

２
つ
の
障
害
併
合
で
障
害
年

金
受
け
た
い
が
遡
っ
て
申
請

が
可
能
か
？

請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給

に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
障

害
基
礎
年
金
。
厚
生
年
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
開
歳
に
達
す
る

ま
で
の
間
に
別
の
傷
病
（
基
準
傷
病
と

い
い
ま
す
）
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と

し
ま
す
。
基
準
傷
病
の
障
害
認
定
日
時

点
で
、
基
準
傷
病
に
よ
る
障
害
と
過
去

の
障
害
を
合
わ
せ
て
障
害
等
級
２
級
以 基準傷病と申請

上
に
該
当
す
れ
ば
、
年
金
を
受
給
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
障
害
認
定
日
時
点
で
は
２

級
以
上
と
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
そ
れ

以
後
随
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
２
級

以
上
に
該
当
す
れ
ば
、
年
金
の
受
給
権

を
得
ら
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
（
同

民
年
金
法
第
訓
条
の
３
）
、
障
害
厚
生

年
金
（
厚
年
法
第
灯
条
の
３
）
、
と
も

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
障
害
認
定
日

以
降
、
い
つ
２
等
級
以
上
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な

平
成
姐
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
す
。
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
携
臓
を

国
民
に
対
し
て
は
、
一
‐
生
活
習
慣
の
講
じ
る
」
努
力
義
務
を
課
し
て
い
ま

▽
健
康
増
進
法
八

国
民
保
険
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
受
動
喫
煙

重
要
性
を
理
解
す
□

康
の
増
進
に
努

と
は
し
て
い
な
い
の
で
、
同
法
を
直

を
自
覚
し
、
健
う
え
、
労
働
者
を
直
接
の
規
制
対
象

し
、
健
康
状
態

た
だ
し
、
元
々
努
力
義
務
で
あ
る

め
て
い
ま
す
。

害
」
等
の
補
償
を
求
め
る
の
は
、
現

め
る
」
よ
う
求
接
の
根
拠
と
し
て
会
社
に
「
喫
煙
被

で
は
、
「
学
校
、

同
法
第
妬
条
段
階
で
は
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
ｃ

こ
の
た
め
、
障
害
基
礎
。
厚
生
年
金

は
「
請
求
月
の
翌
月
」
か
ら
支
給
を
開

始
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
年
金
は
「
支
給
す
べ
き
事
由

が
生
じ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
」
す
る

（
厚
年
法
第
鍋
条
）
の
が
原
則
で
す
が
、

障
害
厚
生
年
金
は
「
第
鍋
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
請
求
が
あ
っ
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
を
始
め
る
も
の
と
す
る
」

（
第
釘
条
の
３
第
３
項
）
と
定
め
ら
れ

て
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飲
食
店
等
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る

病
院
、
集
会
場
、
而
貨
店
、
郡
務
所
、
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厚
生
労
働
省
で
は
、
「
受
動
喫
煙
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
嘔
・
５
．
９
避

発
第
０
５
０
９
０
０
１
号
と
の
見
直

し
も
含
め
、
喫
煙
問
題
に
関
す
る
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
現
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
「
空
間
分
煙
を
中
心
に
対
策
を

講
じ
る
」
と
い
う
方
針
を
採
っ
て
い
ま

す
が
、
「
原
則
禁
止
」
に
向
け
大
き
く

政
策
の
舵
を
切
る
見
通
し
で
す
。

検
討
会
で
は
、
「
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
障
害
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
と
い
う

前
提
」
で
議
論
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
健
康
リ
ス
ク
と
い
う
点
で
は
、
有
害

物
質
へ
の
ば
く
露
と
タ
バ
コ
の
ば
く
露

は
本
質
的
に
同
じ
」
と
い
う
厳
し
い
認

識
で
す
。

で
す
か
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
中

に
、
具
体
的
な
受
動
喫
煙
対
策
を
ど
の

よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
も
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。

方
向
性
と
し
て
は
「
全
面
禁
止
」
で

す
が
、
分
煙
を
完
全
に
排
除
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
非
喫
煙

蝿
ｉ
・
》
Ｊ
ハ
ノ

職
嶢
場
の
塗
面
禁
煙
を
原
則
に

ガ
．
イ
ド
ラ
イ
ン
ー
も
改
定
検
討
上

－
！
…
・
’
…
・
…
、

ｎ
本
企
業
の
労
働
生
産
性
は
、
２
０

０
８
年
度
に
は
２
．
６
％
低
下
し
た
ｌ

肋
日
本
生
産
性
本
部
は
、
２
０
０
９
年

版
白
書
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
デ
ー
タ
を

公
表
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
の
名
目
生
産
労
働
生

産
性
は
７
８
１
万
円
で
、
前
年
比
躯
万

空
間
に
紫
煙
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
、

厳
し
い
基
準
を
設
け
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
事
業
者
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
撒
肘

を
求
め
て
い
ま
す
。

ｏ
非
喫
煙
場
所
に
タ
バ
コ
の
煙
が
漏
れ

な
い
喫
煙
室
の
設
置
（
や
む
を
得
な

い
場
合
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
）

・
喫
煙
室
に
は
煙
の
吸
引
。
排
気
装
置

の
設
置

・
非
喫
煙
空
間
の
浮
遊
粉
じ
ん
０
．
胆

ミ
リ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下

・
喫
煙
室
に
向
か
う
風
速
を
０
．
２
メ
ー

ノ

生
産
性
が
一
別
年
比
マ
イ
ナ
ス
に

製
造
業
を
世
界
不
況
が
直
撃
》
つ
、

円
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
７
８
１
万
円
は
、

７
年
前
の
２
０
０
３
年
と
同
じ
水
準
で

す
。
物
価
等
の
影
響
を
差
し
引
い
た

「
実
質
労
働
生
産
性
」
の
伸
び
率
は
、

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
．
６
％
で
し
た
。

伸
び
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
の
は
、

ｎ
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
業
種
別
に
み

ト
ル
毎
秒
以
上

し
か
し
、
そ
も
そ
も
健
康
増
進
法
の

受
動
喫
煙
防
止
措
置
が
努
力
義
務
で
す

か
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
強
制
力
に
欠

け
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
事
業
所
に
よ
っ

て
対
策
の
徹
底
度
に
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
安
衛
法
等
の
中
で
具
体
的

な
基
準
が
示
さ
れ
、
｜
定
の
措
置
義
務

が
課
さ
れ
れ
ば
、
事
業
主
と
し
て
も
必

要
な
対
策
を
講
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

設
備
の
ハ
ー
ド
面
も
合
わ
せ
、
抜
本

的
対
応
が
必
要
と
な
る
事
業
所
も
出
て

き
そ
う
で
す
。
検
討
会
で
は
、
平
成
虹

年
度
中
に
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

る
と
、
製
造
業
が
マ
イ
ナ
ス
、
。
５
％

で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
世

界
経
済
の
落
ち
込
み
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
た
形
で
す
。
「
学
習
支
援
業
」

（
マ
イ
ナ
ス
８
．
３
％
）
、
「
金
融
保
険
」

（
マ
イ
ナ
ス
７
．
６
％
）
、
「
建
設
業
」

（
マ
イ
ナ
ス
５
．
０
％
）
等
も
苦
戦
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
労
働
生
産
性
と
は
、
ど
の

よ
う
に
計
算
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
基

本
的
に
は
、
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
付
加
価

値
額
ま
た
は
生
産
量
な
ど
と
を
「
イ

ン
プ
ッ
ト
（
労
働
者
数
ま
た
は
労
働
者

数
×
時
間
と
で
除
し
て
算
出
し
ま
す
。

付
加
価
値
と
は
、
「
人
件
費
・
労
務
費
、

賃
貸
料
、
租
税
公
課
、
減
価
償
却
費
、

支
払
特
許
料
、
純
金
利
負
担
、
利
払
い

後
覗
業
利
祐
を
合
計
し
た
も
の
Ⅱ
粗
付

加
価
値
額
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
上
場
企
業
の
中
に
は
、

任
天
雛
（
生
産
性
３
億
４
７
９
１
万
円
）
、

來
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
（
同
９
６
９
５
万

円
）
の
よ
う
に
、
驚
異
的
な
数
字
を
叩

き
出
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
な
ら
、
給
与
が
高
く
て
も
引
き
合
い

ま
す
よ
ね
。


